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１）崔真碩「産経事件と大学の危機」『現代思想』2014 年 10 月号。
２）『終わらない戦争』金東元監督、60 分、2008 年。
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て、産経新聞の「読者欄」に投書しました（2014 年 5 月 8 日付）。続けて、産経































































































































1923 年 9 月に国家権力が虐殺に加担した姿と同じなんです。このままいったら
再び虐殺が起こりかねない。私はそういう時代感覚で生きています。私は、最悪
を予感しながらそこに踏みとどまって言葉を紡いでいます。最悪を予感して、最
悪に身構え、最悪の未来をなんとか回避したい。虐殺が繰り返される未来をとに
かく防ぎたいと、今、切に思っています。
最後に一言ですが、さっきリケットさんが「拒否」って言葉を最後に出されま
したが、あの言葉に触発されて生き方の方向性が見えました。
私は、排外主義の暴力にさらされています。排外されている身でこんなこと言
うのもなんですが、私、日本という国家は、もう「拒否」します。近代日本とい
う国家はもう駄目だし、また虐殺を繰り返すようならこんな国家は本当に早く終
わってほしい。東京オリンピックなんて糞食らえです。
私はよく反日教師と言われますけど、そうだ、私は反日だと思ってます。だけ
ど、誤解しないでほしいのは、反日と言うのは、反日本帝国主義、反日本軍国主
義の略なんですよ。今の政権の暴走ぶりは言うまでもなく、また白けたファシズ
ムが再来して、日本社会も元気ないし、沈滞してるし、とにかく日本という国家
はもういい。「拒否」したい。
しかし、いや、「だから」なんですが、私は日本社会を絶対に諦めない。他者と
の共生を諦めない。そのことの実践として、教壇に立ち、文学者として生き、こ
れ以上朝鮮人虐殺を繰り返させないという未来を求めたい。以上です。ありがと
うございました。
046 ── 和光大学総合文化研究所年報『東西南北2016』
